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はじめに

「安全・安心・安定した水道事業を目指して」

 本町の水道事業は、昭和 13（1938）年に給水を開始して以来、町⺠のみなさまに安

全で安心な水道水を供給し続けています。本町の水道事業を取り巻く現在の状況は、

少子高齢化に伴う人口減少、給水人口や観光客の減少により水需要は減少傾向が続い

ているため、水道事業経営は厳しさを増しています。

また、水道施設の機能を維持するためには、老朽化が進み始めている水道施設の健

全度を保つための更新、地震災害時においても安定した供給を確保する耐震化等、今

後多くの投資が水道施設には必要となります。

このような状況のもと、独立採算制が原則である水道事業は、経営環境の変化への

適切な対応、次世代へわたっての安定した経営の持続が必要不可欠です。このため、

中⻑期的な視点に⽴ち、経営の健全化と経営基盤の強化をはかることを⽬的として、

「⼭ノ内町⽔道事業経営戦略」を策定するものです。

計画期間

 「⼭ノ内町⽔道事業経営戦略」の計画期間は平成 31（2019）年度から 2028 年度ま

での 10 年間とします。

経営戦略の位置付け

 「⼭ノ内町⽔道事業経営戦略」は、上位計画である「山ノ内町総合計画」「山ノ内町

公共施設等総合管理計画」との整合をはかり、「安全・安心・安定した水道事業」を目

指します。
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第１章．事業概要

１．事業の現況

（１）給水

供⽤開始年⽉⽇

上水道事業

昭和 13年（1937 年）7月供用開始（創設認可 昭和 12年（1937 年）6月 21 日）

北部簡易水道事業

昭和 58年（1983 年）4月供用開始（創設認可 昭和 56年（1981 年）5月 6日）

法適（全部・財務）・非適の区分

法適用事業・全部適用事業

法適用事業 ：法の規定を適用する事業

全部適用事業：法の全部の規程を適用する事業

法 ：地方公営企業法

上水道事業 ：昭和 43 年（1968 年）4月 1日より

北部簡易水道事業：昭和 56 年（1981 年）4月 1日より

計画給水人口

上水道事業

11,970 人（平成 27 年度（2015 年度）認可）

北部簡易水道事業

2,000 人（平成 3年度（1991 年度）認可）

上水道事業・北部簡易水道事業計

13,970 人

計画１⽇最⼤給⽔量

上水道事業

9,360m3/日（平成 27 年度（2015 年度）認可）

北部簡易水道事業

2,400m3/日（平成 3年度（1991 年度）認可）

上水道事業・北部簡易水道事業計

11,760m3/日
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第１章．事業概要

計画１⼈１⽇最⼤給⽔量

上水道事業

782ℓ/人･日（平成 27 年度（2015 年度）認可） 

北部簡易水道事業

1,200ℓ/人･日（平成  3 年度（1991 年度）認可） 

上水道事業・北部簡易水道事業計（11,760m3/日÷13,970 人×1,000＝842ℓ/人･日）

842ℓ/人･日 

現在給水人口

上水道事業

11,377 人

北部簡易水道事業

1,156 人

上水道事業・北部簡易水道事業計

12,533 人

有収⽔量密度

上水道事業

0.948 千 m3/㏊（年間有収水量 1,270 千 m3 給水区域面積 13.40 ㎞ 2→1,340 ㏊） 

北部簡易水道事業

0.241 千 m3/㏊（年間有収水量  118 千 m3 給水区域面積 4.90 ㎞ 2→ 490 ㏊） 

上水道事業・北部簡易水道事業計

0.758 千 m3/㏊（年間有収水量 1,388 千 m3 給水区域面積 18.30km2→1,830 ㏊） 
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第１章．事業概要

（２）水道事業施設

水源

上水道事業

・表流水 3箇所

・湧水 4箇所

・深層地下水 2箇所

北部簡易水道事業

・表流水 1箇所

・湧水 1箇所

・深層地下水 1箇所

上水道事業・北部簡易水道事業計

・表流水 4箇所

・湧水 5箇所

・深層地下水 3箇所

表１－１．上水道事業で使用する水源

施設名称 原水種別 取⽔可能量（m3/日） 備考

仏岩水源 湧水 5,003

⼤柳⽔源 表流⽔ 2,000

桑山水源 地下水 308

三沢川水源 表流⽔ 1,500

菅水源 湧水 50

寒沢水源 〃 50

笹川水源 表流⽔ 1,260

前坂第 2水源 地下水 157

前坂第 1水源 湧水 48

表１－２．北部簡易⽔道事業で使⽤する⽔源 

施設名称 原水種別 取⽔可能量（m3/日） 備考

三沢水源 表流⽔ 869

⻯王第 2 ⽔源 深層地下水 1,247

表落合⽔源 湧水 63
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第１章．事業概要

施設数→浄水場設置数

上水道事業

9箇所

北部簡易水道事業

3箇所

上水道事業・北部簡易水道事業計

12 箇所

表１－３．上水道事業の浄水場

施設名称 浄水方法 浄⽔量 備考

安造（上林）滅菌室 塩素消毒のみ 5,003

東部浄水場 急速ろ過 2,000

桑山滅菌室 塩素消毒のみ 120

南部浄水場 膜ろ過 1,500

菅滅菌室 塩素消毒のみ 50

寒沢滅菌室 膜ろ過 50

⻄部浄⽔場 急速ろ過 1,500

宇木第 1（上区）滅菌室 塩素消毒のみ 157

前坂高区滅菌室 〃 48

表１－４．北部簡易⽔道事業の浄⽔場 

施設名称 浄水方法 浄⽔量 備考

北部浄⽔場 急速ろ過 790

⻯王低区源滅菌室 塩素消毒のみ 1,247 ⻯王第 2 ⽔源 

表落合滅菌室 〃 63

施設数→配水池設置数

上水道事業

26 箇所

北部簡易水道事業

8箇所

上水道事業・北部簡易水道事業計

34 箇所
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第１章．事業概要

表１－５．上水道事業の配水池

施設名称 構造 容量（m3）

安造（上林）配⽔池 PC 造 4,000

東部配水池 RC造 ３,078

桑山配水池 〃 265

砂止配水池 〃 106

⾦倉⾼区（上区）配⽔池 〃 20

⾦倉中区配⽔池 〃 313

弥勒第 1 配⽔池 〃 630

弥勒第 2（みろく PC）配⽔池 PC 造 1,000

湯田中第 1（低区）配水池 RC造 163

湯田中第 2（役場 PC）配水池 PC造 500

南部第 2配水池（南部浄水場配水池） RC造 666

菅配水池 〃 60

寒沢配水池 〃 32

寒沢低区配水池 〃 13

角間配水池 〃 325

角間上区配水池 〃 160

温泉上区配水池 〃 215

⼾狩配⽔池 〃 252

⻄部浄⽔場浄⽔池（横倉第 1 配⽔池） 〃 430

本郷配水池 〃 62

宇木第 1（上区）配水池 〃 294

宇木第 2（中区）配水池 〃 37

宇⽊第 3（低区、梅林）配⽔池 〃 23

横倉第 2（低区）配水池 〃 61

前坂高区配水池 〃 130

前坂低区配水池 〃 6

※PC造：プレストレストコンクリート造 ※RC造：鉄筋コンクリート造
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第１章．事業概要

表１－６．北部簡易⽔道事業の配⽔池 

施設名称 構造 容量（m3）

北部浄⽔池 RC 造 205

⻯王超⾼区配⽔池 PC 造 1,000

⻯王⾼区配⽔池 RC 造 225

⻯王低区配⽔池 PC 造 1,000

丸山配水池 RC造 211

八丁原配水池 〃 34

表落合配⽔池 〃 65

裏落合配⽔池 〃 14

※PC造：プレストレストコンクリート造 ※RC造：鉄筋コンクリート造

施設能⼒

上水道事業

9,360m3/日

北部簡易水道事業

2,400m3/日

上水道事業・北部簡易水道事業計

11,760m3/日

管路延⻑

上水道事業

124.836 千ｍ

北部簡易水道事業

21.068 千ｍ

上水道事業・北部簡易水道事業計

145.904 千ｍ

施設利⽤率

上水道事業

49.2％（平成 29 年度（2017 年度））

北部簡易水道事業

14.0％（平成 29 年度（2017 年度））

全体

31.6％
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第１章．事業概要

（３）料金

料⾦体系の概要・考え⽅

水道料金は、装置料金と従量料金の合計額で算出し（ただし、合計額で 1円未満は切り捨

て）２ヶ月分ごとに徴収しています。

表１－７．料⾦体系（1 ヶ⽉当たり・消費税込）

口径
装置料⾦ 

（基本料⾦） 

従量料⾦（使⽤料⾦）１m3につき

1〜20m3 21〜60m3 61〜200m3 201m3〜 

1３㎜ １,263.60 円

68.04 円 197.64 円 258.12 円 264.60 円

20 ㎜ 1,857.60 円

25 ㎜ 5,373.00 円

40 ㎜ 12,819.60 円

50 ㎜ 18,781.20 円

75 ㎜ 43,815.60 円

料⾦改定年⽉⽇

平成 29年（2017 年）4月 1日

（４）組織

山ノ内町建設水道課の上水道係と水道管理係が水道事業に携わっています。

事務職 2名

技術職 4名

計 6名

２．これまでの主な経営健全化の取組

検針業務の外部委託

下水道工事及び道路改良工事等に併せた管路更新工事の実施

水道施設集中監視システム導入による維持管理費用の低減

水道施設保守点検業務の外部委託

企業会計管理及び料金管理の電算システム化

8
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第１章．事業概要

３．経営比較分析表を活用した現状分析（平成 29 年度決算）

（１）経営の健全性・効率性

①経常収⽀⽐率（％） 

【指標の意味】

法適用企業に用いる経常収支比率は、当該年度において、給水収益や一般会計からの

繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標

です。法非適用企業に用いる収益的収支比率は、給水収益や一般会計からの繰入金等の

総収益で、総費用に地方債償還金を加えた額をどの程度賄えているかを表す指標です。

※当該値：本町 類似団体：現在給水人口規模が１万人以上 1.5 万人未満の上水道事業

②累積⽋損⾦⽐率（％） 

【指標の意味】

営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失で、前年度からの繰越利益

剰余金等でも補塡することができず、複数年度にわたって累積した損失のこと）の状況

を表す指標です。
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第１章．事業概要

③流動⽐率（％） 

【指標の意味】

短期的な債務に対する支払能力を表す指標です。この指標は、１年以内に支払うべき

債務に対して支払うことができる現金等がある状況を示している 100％以上であること

が必要です。100％を下回るということは、１年以内に現金化できる資産で、１年以内に

支払わなければならない負債を賄えておらず、支払能力を高めるための経営改善を図っ

ていく必要があります。

④企業債残⾼対給⽔収益⽐率（％） 

【指標の意味】

給水収益に対する企業債残高の割合で、企業債残高の規模を表す指標です。この指標

については、明確な数値基準はありません。そのため、経年比較や類似団体との比較等

により自団体の置かれている状況を把握・分析する必要があります。
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第１章．事業概要

⑤料⾦回収率（％） 

【指標の意味】

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標であり、料金水準

等を評価することが可能です。この指標は、供給単価と給水原価との関係を見るもので

あり、料金回収率が 100％を下回っている場合、給水に係る費用が給水収益以外の収入

で賄われていることを意味します。

⑥給水原価（円）

【指標の意味】

有収水量１㎥あたりについて、どれだけの費⽤がかかっているかを表す指標です。こ

の指標については、明確な数値基準はありません。そのため、経年比較や類似団体との比

較等により自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となっているか、判断

する必要があります。
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第１章．事業概要

⑦施設利⽤率（%） 

【指標の意味】

一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判

断する指標です。この指標については、明確な数値基準はありませんが、一般的には高

い数値であることが望まれます。

⑧有収率（%）

【指標の意味】

施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標です。この指標は、100％に近け

れば近いほど施設の稼働状況が収益に反映されていると言えます。数値が低い場合は、

水道施設や給水装置を通して給水される水量が収益に結びついていないため、漏水やメ

ーター不感等といった原因を特定し、その対策を講じる必要があります。
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第１章．事業概要

（２）経営の健全性・効率性の分析結果

経営収支比率及び料金回収率ともに、100％超えており、累積欠損金もなく現状において

は収⽀の⿊字経営が続いていますが、給水原価は類似団体平均値を上回る傾向にあり費⽤を

要しています。

企業債償還が増加しており、現金等の流動資産が減少していることから、類似団体平均値

を下回る状況であり、将来に向けた検討を今後進めていきます。

企業債残高対給水収益比率は、高い傾向が続いているが、企業債残高は減少傾向にあり平

成 29 年度（2017 年度）料金改定をしたことで更なる経営改善を進めていきます。

施設利用率及び有収率が類似団体平均値と比べ依然低く、施設の効率性、稼働状況につい

て調査研究を行っていく必要があります。

また、給水人口の減少及び多数の観光宿泊施設を抱えているなかで、入込客が毎年減って

いることが要因となり配水量、有収水量ともに減少しています。経費節減・施設稼働の運用

について対策を講じていくことが必要となります。

（３）老朽化の状況

①有形固定資産減価償却率（%）

【指標の意味】

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標で、

資産の老朽化度合を示しています。この指標については、明確な数値基準はありませ

ん。そのため、経年比較や類似団体との比較等により自団体の置かれている状況を把

握・分析し、適切な数値となっているか、対外的に判断する必要があります。
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⼭ノ内町⽔道事業経営戦略                  YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

第１章．事業概要

②管路経年化率（%）

【指標の意味】

法定耐⽤年数を超えた管路延⻑の割合を表す指標で、管路の⽼朽化度合を⽰していま

す。この指標については、明確な数値基準はありません。そのため、経年比較や類似団

体との比較等により自団体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となってい

るか、耐震性や、今後の更新投資の見通しを含め、対外的に判断する必要があります。

③管路更新率（%）

【指標の意味】

当該年度に更新した管路延⻑の割合を表す指標で、管路の更新ペースや状況を把握す

ることができます。この指標については、明確な数値基準はありませんが、数値が 2.5％

の場合、すべての管路を更新するのに 40 年（管路更新が法定耐用年数毎の場合）かかる

更新ペースであることが把握できます。
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⼭ノ内町⽔道事業経営戦略                  YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

第１章．事業概要

（４）老朽化の状況の分析結果

有形固定資産原価償却率は、類似団体と比較し高い傾向が続いていますが、減価償却が進

み施設の老朽化が進んでいるといえます。

管路経年比率は、平成 28 年度（2016 年度）に資産再調査結果によるものが影響していま

すが、管路更新率は依然低い水準であり今後も増加傾向にあります。管路更新が進まない理

由として、耐用年数を超える老朽管は急峻な地形等に埋設されていることもあり、多額な事

業費が負担となることも要因にあります。

アセットマネジメントによる成果を踏まえ、老朽化施設・管路の更新実施に向けた投資に

ついて将来計画を策定していきます。

（５）分析結果の総括

経営の健全性・効率性が概ね確保されていますが、給水人口及び給水収益が毎年減少して

いくなかで、更なる経費節減に努め適正な料金水準を確保していく必要があります。

給水区域が中山間地の広範囲であり、施設数も多いなど地域の特性事情もありますが、各

施設の効果的な運用と老朽施設の計画的な更新を進めていく必要があります。

平成 28年度（2016 年度）より、浄水場更新など大型事業に着手したことから、事業継続性

と経営安定化を図るため平成 29年度（2017 年度）料金改定を行いましたが、今後管路・施

設等の老朽化対策と同時に投資対策について将来に向けた早急な検討と対策を講じていきま

す。
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第２章．将来の事業環境

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

１．給水人口の予測

本町の行政区域内人口及び上水道・北部簡易水道の給水区域内人口は、近年に見られる少

子高齢化の影響により減少傾向で推移してきました。そのため、将来においても給水人口は

減少傾向で推移することが予測されます。

給水人口の減少は、水道利用に必要となる一人当たりの費用負担が大きくなりますが、水

道施設更新時の効果的な計画、水道事業経営の効率化をはかりながら、水道利用者の理解を

得て本町の水道事業運営継続を目指す必要があります。

図２－１．⾏政区域内・給⽔区域内⼈⼝の予測 
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第２章．将来の事業環境

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

２．水需要の予測

将来の給水人口は減少傾向が続くことが予測されるため、水道事業の拡張時代に計画・建

設された施設では、拡張時代よりも使用水量が減少することが明らかです。そのため、水道

施設の供給能力を十分に活用することは、難しく水道施設の稼働率が低下することが予測さ

れます。そのため、老朽化した水道施設を更新する場合には、更新計画・建設時の水需要に

沿った適正規模での水道施設更新を行うことが重要です。

図 2－２．水需要の予測
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第２章．将来の事業環境

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

３．料金収入の見通し

本町水道事業の給水収益は、少子高齢化の影響を受け将来の給水人口減少により、給水収

益が減少することが予測されます。水道施設の健全化を維持するためには、老朽化する水道

施設を更新する必要があります。

法定耐用年数ごとに水道施設を更新することは理想的ですが、減収益時における水道施設

への投資には限界があります。そのため、水道施設健全化を維持ずるための点検・補修・整

備による延命化をはかり、更新需要の平準化により更新財源の確保を行う必要があります。

図 2－３．有収⽔量の予測 
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⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

４．施設の見通し

本町水道事業では、水道施設の全てを固定資産台帳システムにより管理しています。固定

資産台帳システムでは、これまでに取得した水道施設及び設備の取得年度、取得価格、減価

償却費を管理しています。

公営企業である水道事業では、水道施設の管理を法定耐用年数に基づき、水道資産の管理

を行っています。これまでの拡張事業により拡充してきた水道施設は、順次法定耐用年数を

迎え、経年化施設、老朽化施設となります。

老朽化する水道施設の更新需要は、全ての水道施設、設備を法定耐用年数毎に更新するこ

とは、困難となります。そのため、アセットマネジメントの手法等の導入を行っており、平

準化した更新需要として水道施設への投資計画の策定を目指しています。

５．組織の見通し

本町水道事業に従事する職員数は、事務職 2名、技術職 4名で運営しています。この体制

は、本町水道事業経営を行う最少人数であり、最も効率の良い組織体制です。

持続可能な事業経営を行うためには、今後老朽化する水道施設更新及び維持管理の計画、

実施するためには、適正な組織づくりのための職員配置、各種技術継承を通じた職員一人一

人の技術力を向上させることが重要となります。
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第 3章．経営の基本方針

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

山ノ内町

水道事業経営

の基本方針

安全・安心

な水道

強靭な水道

施設の構築

持続可能な

経営基盤の

確⽴

本町水道事業の基本目標

（１）安全・安心な水道

原⽔⽔質管理の徹底 

⽔道施設の適切な維持管理による安全な⽔の供給 

業務・営業⽤の貯⽔槽⽔道利⽤者への給⽔装置管理指導 

⽔源⽔量・⽔質安定のための環境保全 

新たな浄⽔⽅法導⼊による⽼朽化浄⽔施設の更新 

水質検査計画・結果の公表

（２）強靭な水道施設の構築

⽼朽化浄⽔施設の耐震⼯法による更新 

アセットマネジメント導⼊による⽔道施設の資産管理 

耐⽤年数に達した管路更新の平準化（アセットマネジメントによる） 

⽼朽化施設更新時の適正規模（⽔需要に応じた）更新 

主要浄水施設（南部・東部）での災害時応急給水対応

災害時における周辺市町村水道事業者との連携

（３）持続可能な経営基盤の確⽴

⽔道施設の集中監視システムによる維持管理の効率化 

主要浄⽔施設（南部・東部）の⾃動化システムによる管理の省⼒化 

経営状況の透明化に基づく適正料⾦への改定 

⽔道事業業務の⺠間委託拡充 

⽔道利⽤者へのサービス充実 

機械・電気設備の省エネ対策

建設改良⼯事でのリサイクル材使⽤ 

全ての利⽤者がいつでもどこで

も、水をおいしく飲める水道を

目指します。

自然災害による被害を最小に

とどめ、被災した場合であっ

ても、迅速に復旧できるしな

やかな水道を目指します。

給水人口や⽔量が減少した

状況においても、健全かつ

安定的な事業運営が可能な

水道を目指します。
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第４章．投資・財政計画

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

投資・財政計画（法適用企業・収益的収支）
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第４章．投資・財政計画

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

投資・財政計画（法適用企業・資本的収支）
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第４章．投資・財政計画（収支計画）

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

２．投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①収支計画のうち投資についての説明

老朽化した本町主要浄水場（東部）の新浄水方式による更新、機械・電気設備の更新に

よる省エネ化、重要度・優先度の⾼い管路の耐震化、配水池等施設の⻑寿命化を計画しま

す。

②収支計画のうち財源についての説明

国庫補助金、企業債、他会計補助金、他会計負担金、工事負担金を財源とします。

③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

 経営の効率化、利⽤者サービスの充実に向けた⺠間委託への経費として充当します。 

３．投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①投資についての検討状況等

⺠間の資⾦・ノウハウ等の活⽤（PFI・DBO の導⼊等） 

PFI、DBOの導入等は現時点では計画していません。

※ＰＦＩ：Private Finance Initiative は公共施設などの建設、維持管理、運営を⺠間資⾦と⺠間が有する経営ノウハウを活⽤

して低廉かつ良質な公共サービスを提供することを⽬的とした、新たな公共事業を運営する⼿法。 

※ＤＢＯ：Design Build Operate は公共が起債や交付⾦により資⾦調達して、施設の設計・建設を⾏い、⺠間事業者に包括的

に委託する方式。

施設・設備の廃止・統合（ダウンサイジング）

配水池の老朽化に伴う更新計画では、配水池建設後の水需要を予測して容量を決定しま

す。予測により水需要が減少することが明らかな場合には、ダウンサイジングにより配水

池を建設します。

管路については、火災時の消火用水量の供給確保から口径決定している管路が殆どである

ため、ダウンサイジングの計画は現時点ではありませんが、検討を続けます。

※Downsizing：⽔道施設の能⼒・容量・⼨法・延⻑などを既存施設よりも縮⼩または、施設構成を⼩型化すること。 

施設・設備の合理化（スペックダウン）

本町の地形的制約により施設・設備の合理化（スペックダウン）は困難なため、現時点で

は行う計画はありませんが、検討を続けます。

※Spec Down：将来の⽔道サービス⽔準などの予測を踏まえて、⽔道施設更新後の性能（能⼒、耐⽤年数等）の合理化を図る

手法。
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⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

施設・設備の⻑寿命化等の投資の平準化 

本町ではアセットマネジメントの導入を進めており、今後老朽化が進む水道施設の更新

は、財政シミュレーションに基づく水道施設への投資を平準化します。

※平準化：⽔道施設における平準化とは、更新需要を法定耐⽤年数毎に⾏うのではなく、施設の保守点検・修繕により延命化

をはかり、更新需要を⼀定とすることで、施設更新への投資及びそのための資⾦調達を⼀定とすることが出来る。 

広域化

⻑野県が主催する広域化に関する検討会へ積極的に参加することにより、水道事業の広域

化に関する情報収集及び近隣市町村との意見・情報交換を活発に行い、将来の事業経営方

法に柔軟に対応が可能となるように備えます。

※広域化：⽔道事業は市町村経営が原則であり、独⽴採算の事業であるが、近年の少⼦⾼齢化による⼈⼝減少により給⽔収益

の減少が懸念される。また、施設⽼朽化に伴う資⾦確保、事業運営に必要となる⼈員確保などさまざまな課題を抱

えている。この課題を解決する有効な方法として、広域化が挙げられる。

その他の取組

経営の効率化を⽬的とした⺠間委託の業務範囲について検討を進めます。 

②財源についての検討状況等

料⾦ 

本町ではアセットマネジメントの導入を行っており、今後老朽化が進む水道施設への投

資、水道事業経営の健全化のための財政シミュレーションに基づく料金改定を検討してい

ます。

企業債

現在の超低金利が継続する場合においては、現状の企業債利用割合を維持しますが、将来

において金利が上昇した場合には、償還計画を精査して企業債利用割合を変更します。

※企業債：地⽅公共団体が財政上必要とする資⾦を外部から調達することにより負担する債務で、その履⾏が⼀会計年度を越

えて⾏われるものをいいます。地⽅債は原則として公営企業（⽔道、ガス、交通など）の経費や建設事業費の財源

として調達されます。
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繰⼊⾦ 

繰入金を資金とする予定は現時点ではありません。

※繰⼊⾦：⽔道事業の⽬的とされる事業遂⾏に必要な財源として、必要により⼀般会計から繰り⼊れられた資⾦。 

資産の有効活用等による収入増加の取組

取組の計画は現時点ではありません。

※資産：本水道事業が保有する有形・無形のあらゆるもので、各種水道施設、土地などの他に水道事業により積み重ねた技術

やノウハウなど。

その他の取組

その他の取組については、現時点ではありません。

③投資以外の経費についての検討状況等

委託料

効率的な事業経営を⽬指すため、⼀部業務⺠間委託により増加が予測されます。 

※委託料：⽔道事業の業務⼀部など、⺠間事業者へ外部委託することにより発⽣する費⽤。 

修繕費

水道施設更新の平準化に伴い⻑寿命化のための修繕費増加が予測されます。 

※修繕費：水道施設の機能を維持するために修繕するための費用。

動⼒費 

機械・電気設備の高効率設備への更新、水需要減少に伴い減少が予測されます。

※動⼒費：⽔道施設のポンプ設備、浄⽔設備等で使⽤する電⼒費⽤。  
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職員給与費

現時点では職員数の減少は予定していないため、職員給与費は現状を維持します。

※職員給与費：⽔道事業に従事する職員へ⽀払う給料、各種⼿当、共済費、負担⾦、積⽴⾦などの費⽤。 

その他の取組

給水人口の減少に伴う給水収益の減少、水道事業に従事する職員の移動、退職等による水

道利用者へのサービス低下の予防、水道事業に関する知識、技術の継承などについて、将

来においても持続可能となる最適な事業経営方法について検討を進めます。
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第５章．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略 YAMANOUCHI TOWN WATER BUSINESS MANAGEMENT STRATEGY

経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

本町経営戦略で掲げた目標達成のため、各種取り組みを計画的に推進して行きます。

目標達成のためには、PLAN・DO・CHECK・ACTION の PDCA サイクルに基づき、

定期的に取り組みの進捗状況および目標の達成状況を確認・検証して、水道利用者の

皆様の意見・要望、社会環境の変化を常に把握しながら、経営戦略の見直しを行い、

軌道修正により目標達成へ進んで行きます。

⼭ノ内町⽔道事業経営戦略の進捗管理 

PLAN

計画の策定

経営戦略⽬標の設定

予算編成時点

DO

事業の進捗

進捗状況の管理

事業執⾏時点

CHECK

達成状況確認

事後評価・満⾜度把握

決算時点での進捗管理

ACTION

改善検討

新動向把握・改善

次期計画へ反映

PDCA CYCLE

による進捗管理

事業への反映 各種実施計画

実施成果の整理各種情報収集

情報公開・説明
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山ノ内町建設水道課

〒381-0498 ⻑野県下⾼井郡⼭ノ内町⼤字平穏 3352-1 

TEL 0269-33-3111（代表）FAX 0269-33-4527

URL http://www.town.yamanouchi.nagano.jp/


